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目
指
し
て

1
1
1
~
1
1
□
‘
i
iじ
岸
す
る
海
岸
線
を
持
ち
、
豊
か
な
漁
場

(3,i

丁
し
ー
は
古
来
よ
り
漁
業
の
町
と
し
て
栄
え
て

I

T

i

,

“

し
近
年
水
産
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳

ロ
ー
町
及
び
漁
業
協
同
組
合
で
は
、
水
産
物

ぐ

ー

ロ

¥5

漁
業
体
験
事
業
等
の
取
り
組
み
を
行
い
、

山
I
I
/
i
l
l
:：
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。

I

/

1

‘

、ー
‘
i

ぷ
か
平
成
18
年
に
和
歌
山
県
は
「
開
か
れ

I
I
且

’

□

1
1
1
1
1
1
る
・
ふ
れ
る
•
ま
な
ぶ
・
食
べ
る
）
」
を

ー

如

が

1

八
産
試
験
場
を
開
設
し
ま
し
た
。
町
で
は

ー
＇
県
水
産
試
験
場
と
連
携
し
、
串
本
町
の

〗□

/
ベ
ン
ト
、
地
域
観
光
情
報
、
地
場
産
品

ー
で
、
来
訪
者
に
地
場
産
業
に
つ
い
て
理

ー
，
t

ー
て
い
た
だ
き
、
地
元
水
産
物
の
流
通
や

ー
'
-
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
さ
せ
る
こ

が
＼
’
,
山
交
流
洵
洋
施
設
の
建
設
を
計
両
。
こ
の

1
ー
八
産
試
験
場
の
隣
接
地
に
完
成
し
ま
し
た
。

水

産

課

長

沖

繁

幸

ビ 域を 哭 0)い し ― も 鮮 れ 増 杯 水 暇 こ つ に 串
指経は機度とんとごなたに漁産しのり丸本
し済じとの思でしと魚もよ業物い施一八町
てのめし営いいてがを 0)る従等現設と水都
い活とて業また皆で買で観事の状はし産市
き 性 す 水 開 すだ様きい主光者 P を‘て有交
ま化る産始゜きにる求ー産の R 改水営限流

J :  
串 業 所 と 善 産 業 会 海

等得消す業を

旦塵喜委棗麿[i 
-門興と大めりま定が

を‘• ‘巻しさ竣
ミS贔＼目観販地＜ぢれ工

的光売域環 ｀ 
食

と客促で境 一‘

咋？胃贔誓 貫塵
乳塁こ点〗と 百胃
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← i 

5
月
13
日
、
橋
杭
海
水
浴
場
で

は
、
カ
ヌ
ー
＆
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
約

250
人

の
参
加
者
が
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
指
導
を
う
け
な
が
ら
、
シ
ー
カ

ャ
ッ
ク
や
、
デ
ィ
ン
ギ
ー
ヨ
ッ
ト

を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
会
場
で

は
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
や
、

マ
リ
ン
ア
ー
ト
体
験
等
の
催
し
物

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ハ
ル
ス
ク
ー
ト

門＂日日

9
乙
月
9
日
冒
胃
"□
冒
琶
芦
眉
土

9』

, 8 内

2
 

｀ 
｀ 5ふ

》^

対

曰

体験前にカヌーの講習

し‘’•玉 .J-.，9,ン,~-l 
e-ma i Iアト`レス:bousa i@town. kush i moto. wakayama. JP 

| 9,I I -l lllI | 

営利、政治活動又は宗教活動を目的とする集会等の場合はあ受けできません。

＂ 

串本町役場防災対策課

〒649-3592 和歌山県束牟婁郡串本町串本1800番地

丁EL: 0735-62-0555 FAX : 0735-62-6970 

e-ma i I : bousa i@town. kush i moto. wakayama. j p 
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町長随想

松原 繁樹

ー
、
月
1
日
か
ら

23
日
ま
で
の
間
、
施
設
の

，
の
た
め
休
業
と
な
っ
て
い
た
サ
ン
ゴ
の

ー
、
営
業
を
再
開
し
ま
し
た
。

i

回
の
改
修
で
は
施
設
内
の
照
明
を
増
や

ロ
ビ
ー
や
ロ
ッ
カ
ー
を
明
る
＜
し
て
い

：
か
、
浴
室
や
休
憩
室
な
ど
館
内
を
き
れ

>
し
、
白
ア
リ
の
調
査
や
駆
除
も
行
い
ま

゜た
、
浴
室
内
の
洗
面
器
や
浴
槽
い
す
も

く
し
、
シ
ャ
ン
プ
ー
も
設
置
す
る
な
ど
，

,Ill者
の
方
々
に
よ
り
快
適
に
入
浴
し
て
い

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

る
と
、

5
月
12
日
よ
り
、
こ
の
知
覧

町
を
舞
台
に
し
だ
、
「
俺
は
、
君
の
だ

め
に
こ
そ
死
に
に
い
く
」
と
い
う
映

画
が
公
開
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、
石

原
都
知
事
が
製
作
総
指
揮
・
脚
本
を

担
当
、
ま
だ
岸
さ
ん
が
「
特
攻
の
母
」

と
呼
ば
れ
、
特
攻
基
地
近
く
で
食
堂

を
営
み
、
隊
貴
か
ら
母
親
の
よ
う
に

慕
わ
れ
だ
、
烏
濱
ト
メ
さ
ん
を
演
じ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

追
悼
の
挨
拶
の
中
で
石
原
都
知
事

は
、
「
私
た
ち
は
特
攻
に
殉
じ
た
皆
さ

ん
が
短
い
人
生
を
代
償
に
残
さ
れ
た

価
値
親
を
継
承
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
だ
皆
さ
ん
は
天
上
か
ら
私
た

ち
を
見
守
っ
て
は
し
い
」
と
述
べ
ら

れ
て
い
ま
し
だ
。

日
本
国
憲
法
の
改
正
に
つ
い
て
様
々

な
議
誦
が
な
さ
れ
て
い
る
昨
今
、
憲

法
記
念
口
に
行
わ
れ
た
こ
の
慰
霊
祭

に
参
加
し
、
様
々
な
想
い
が
心
に
去

釆
す
る
1
巳
で
し
た
。

湯＿

”‘ 

改修されたサンコの湯

⑦広報くし已と巳 広報くし已と 6 ⑥
 



「紀雨地方の道路整鏑lさまだまだ十分ではありません！」

「道路特定財源をあますことなく紀雨地方の道路整鯛に I」
唐澤清二さん

年
か
ら
平
成
12
年
ま
で
、
約
36
年

わ
た
り
航
空
自
衛
官
と
し
て
防
衛

ロ
カ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
航
空

ー

1

丁
本
分
屯
基
地
を
は
じ
め
、
沖
永
良

口
元
島
県
）
、
入
間
（
埼
玉
県
）
な
ど

歴
任
し
、
要
撃
管
制
官
等
の
職
務

れ
、
防
衛
の
第
一
線
で
危
険
業
務

た
多
大
な
業
績
と
貢
献
が
認
め
ら

◇
嶋
宝

叫
一
＿
さ
ん
(
6
1
歳
潮
岬
）

ー
ー
ー
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
者

ー
＼
れ
、
元
自
衛
官
の
唐
澤
清
二
さ
ん

,？、

1
ー

1

尤
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

R広報くし已と巳 広報くし已と 6 R
 



I心ZL.iLtふ豆△、ム'己1土IJよしょ
麻しん（はしか）の発生が関東地方から関西へも広がりつつあります。麻しんは非常に感染力が強いた
め予防接種を受けていない人、麻しんにかかったことがない人は1分に注意し、早めに予防接種を受け
ましょつ。

— 
6月4B （月）午後2時から
保健センターにて
「乳がんの自己検診について」

南和歌山医療センター医師 木下貴裕先生

⑪広報くし已と巳

I I’ 

・グロー球、豆球→埋立ゴミへ

・割れた蛍光灯 →新聞等にくるんで
埋立ゴミへ・□璽冒罰['-

広報くし已と 6 ⑩ 



ヽメ

は
叩
万
円
以
下
の
削
金
）
に
よ
り
処
罰

さ
れ
ま
す
。

外
国
人
を
雇
用
す
る
場
合
は
、
旅
券
・

就
労
資
格
証
明
書
等
で
在
留
資
格
と
在

留
期
間
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

串
本
警
察
署

T
E
L
0
7
3
5
,
6
2
,
0
1
1
0
 

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
す
ぺ

て
の
方
は
毎
年
6
月
中
に
現
況
届
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
は
、
毎
年
6
月
1
日
に
お
け

る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を
引
き

続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
届
の
提

出
が
な
い
場
合
、

6
月
以
降
手
当
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

▼
現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類

〇
健
康
保
険
証
の
写
し
（
受
給
者
が
国

民
健
康
保
険
以
外
の
場
合
）

0
児
童
手
当
用
所
得
証
明
吉
（
平
成
1
9

年
1
月
1
日
に
串
本
町
に
住
所
が
な
か
っ

た
方
）

※
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る

書
類
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
役
場

保
健
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

しヽT
E
L
o
7
3
5ー

6
2
_
0
5
5
5
（
代
表
）

▼
受
講
対
象
者

＿
屈
用
・
就
業
を
希
望
す
る
、
和
歌
山
県

▼
内
容

書
援
助
ス
タ
ッ
フ
養
成（

短
期
）
講
習

業
に
対
し
、
そ
の
費
用
を
補
助
す
る
も

の
で
す
。

▼
補
助
対
象

県
内
に
事
務
所
を
有
し
、
県
内
で
活
動

す
る
団
体

▼
補
助
金
額

対
象
事
業
費
の
2
分
の
1
以
内

（
限
度
額
3
0
万
円
）

▼
申
し
込
み
先

郵
送
又
は
持
参
で
所
定
様
式
を
6
月
1
5

日
ま
で
に
県
庁
管
理
整
備
課
ヘ

▼
問
い
合
わ
せ
先

和
歌
山
県
管
理
整
備
課

T
E
L
0
7
3
_
4
4
1
_
3
1
3
6
（
直
）

⑬広報くし已と巳 広報くし已と 6 ⑫ 
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“札― 唸繁益己認誌繁認？い！

「暮らしの中の電磁楓」
携帯電話からオール電化まで

何が問題？何が危険？

大切な子どもたちのために、
今出来ることを考えましょう！

皆さんは、携帯電話や電子レンジ・送電線から出る「電磁波」は、

危ないと聞いたことはありませんか？これらの機器から出る「電

磁波」は目には見えませんし、これまでは「安全」と思われてき

ましたが、最近になって、 「発がん性」など様々な危険性がわか

ってきました。しかし、携帯電話や電化製品の無い生活は考えら

れません。

今回の学習講演会は、 「電磁波」からご自身やご家族の身を守り、

安心して生活出来る暮らしを目指すためにはどのようにしたら良

いのかを解りやすく解説して頂きます。お誘い合わせの上、是非

ご参加下さい。

日時 2007年6月16日（土）
13:30~15:30（質疑応答もあります）

場所串本町文化センター（体育館隣り）

参加費無斜

講師理学博土荻野晃也さん

【荻野晃也さんプロフィール】

京都大学理学部物理学科卒 大学院修士課程修了

京都大学工学部講師 現在電磁波環境研究所所長

原子力や環境問題等にも物理学者として積極的に関わる

現在我が国の電磁波問題の権威者 電磁波に関する著書多数

主催：電磁波問題を考える紀南の会 TEL080-6206-5404 
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木曜島墓参団

参珈者募集

串本町ではオーストラリア木曜島墓参団の参加者を募集します。

木曜島には明治以降多くの日本人が渡り、シロチョウ貝採取事業に携わり

ました。世界で最も危険な職業と言われた潜水による採貝に従事した彼らは

過酷な労働条件の中、無人島に等しかった木曜島に新たな産業を確立しまし

たが、同時に多くの方々が同地において尊い命を失われました。

現在同島の日本人墓地には700基の墓があり、内串本町内出身の方の112基

の墓が確認されています。

このたび、遠い異国に眠る方々の御霊を慰めるため、墓参団を派遣するこ

とになりました。

参加こ希望の方は、下記要領参照の上、役場総務課までお申し込み下さい。

【日 程 】 平 成 19年 10月6日～ 10月10日 (4泊5日）

【概算旅費】 約 30ガ円（串本出発～串本着までの交通費、宿泊費、食事代全ての経費を含む）
※旅費は参加人員の数により変更されることがあります。
※パスポート取得手数料、個人旅行傷害保険料を除きます。

【旅費助成】 木曜島で採取事業に従事された方、同島で亡くなられた方の遺族の参加については
町よりの参加助成金を交付します。

【添乗員及びガイド】全行程を通じてH本人添乗員 1名及び現地ガイド 1名がお世話をします。

【募集期間】 平成 19年 6月18~8月308

【申込先】 串本町役場総務課 (TEL 0735-62-0555) 
※詳細については上記までお問い合わせ下さい。


